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１．新型コロナウイルス感染症拡大防止対策等
～オミクロン株の感染拡大を受けて～
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資料１



引き続き標準予防策の徹底を

オミクロン株は重症化する可能性が低いと言われていますが、
急速な感染増によりエッセンシャルワーカーへの感染が拡大すると
社会機能の維持が難しくなる可能性があります。

社会生活を維持するために、

手洗い、マスク着用、３密の回避、換気 等、
引き続き感染予防策の徹底が重要です。
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発熱外来はマップ上で検索できます

・発熱や咳、喉の痛みなどの症状によりコロナ感染を疑った場合

・無料検査により陽性となった場合

⇒躊躇せず診療検査医療機関（発熱外来）を受診ください。

※最寄りの診療検査医療機関（発熱外来）は、
マップ上で検索できます。
（東京都福祉保健局HP参照）
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早期受診が重要です

感染が明らかになった際は、速やかに保健所や
診療検査医療機関での健康観察下に入ってください。

早期受診により、
早急な宿泊療養、抗体薬・経口薬提供が可能になります。

自宅療養者を見守る支援体制も
さらに充実しています。

自宅療養者
地区医師会

ファストドクター

悠翔会訪問看護St

ｵﾝﾗｲﾝ診療待合室（仮）

保健所
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ブレークスルー感染対策
感染対策と社会経済活動の両立のため、ワクチンの３回目接種が終わるまで、

感染リスクの高い活動に参加するときには
PCR検査等の事前検査が必須。

私達も３回目のワクチン接種を鋭意進めていきます。

東京都医師会は、東京都と連携して
新型コロナウイルスとの戦いを続けていきます。

都民の皆様、一緒に頑張りましょう。
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